
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＣ Ａｖｉｏ赤外線テクノロジー株式会社 
 

 

 

 

 

リモートスキャナ 

ＤＣ６１００ 

取扱説明書 



はじめに 
 
 この度は、リモートスキャナＤＣ６１００をお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 
ご使用の際にはこの取扱説明書をよく読んでいただき、正しくお取り扱いくださるようお願い申し上げま

す。 
 この説明書はリモートスキャナＤＣ６１００を正しく動作させ、安全にご使用いただくために必要な知

識を提供するためのものです。いつも本製品と一緒に置いて使用してください。 
 この取扱説明書ではＤＣ６１００の取扱上の注意，基本的な機能・操作方法等について説明しています。 
取扱説明書の内容について不明な点がございましたら、弊社お客様相談窓口までお問い合わせください。 

 
 
 
 
 
開梱の際には 
 冬期の寒い時期などに急に暖かい部屋で開梱しますと、製品の表面に露を生じ動作に異常を来たす恐れ

がありますので、室温に馴染ませてから開梱するようにお願い致します。 
 
梱包内容の確認 
本製品は十分な検査を経てお客様へお届けいたしておりますが、ご受領後開梱しましたら、外観に損傷

が無いかご確認ください。 また、本製品の仕様、付属品などにつきましてもご確認をお願い致します。 

万一、損傷、欠品などがございましたら、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡ください。 

 
― ご注意 ― 
◆ ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切断してください。 
  異常の原因がどうしてもわからない時は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡くださ

い（その際は、異常現象・状況などを明記してＦＡＸにてお問合せいただければ幸いです）。 
 
本書の内容は、将来予告無しに変更することが有ります。 

 
本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。 

 
本書の内容に関しましては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れ、ご意見など

お気付きの点がございましたら、お手数ですがご連絡ください。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ご使用になる前に 



 

 

 

本製品を安全にご使用いただくために 
本製品は、ＩＥＣ安全規格による設置カテゴリⅡの製品です。 

本製品は、安全に配慮して製造しておりますが、お客様のお取扱いや操作上のミスが大きな事故につな

がる可能性が有ります。そのような危険を回避するために、必ず取扱説明書を熟読し、内容を十分にご

理解いただいた上でご使用してください。 また、本製品および取扱説明書では、本製品を安全にご使

用していただくために以下のような表示をしており、それぞれ次のような意味が有ります。 

 

 

この内容を無視して取扱いを誤った場合、人が傷害を負う危険が想定される事項、及び、物

的損害のみの発生が想定される事項が書かれています。 

 

 

この内容を無視して取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される事

項、及び、軽傷または物的損害が発生する頻度が高い事項が書かれています。 

 

 

本製品のご使用にあたって、以下の事項を必ずお守りください。なお、取扱注意に反した行為による障

害については保証できません。 

また、”できないこと”や”行ってはいけないこと”は極めて多くあり、説明書に全て記載することはで

きません。従いまして、説明書に”できる”と書いていない限り”できない”とお考えください。 

 

 

● 電源について 
供給電源が本製品の定格銘板に記載されている定格内であることを確認してください。定格以上の

電圧を入力すると本製品が破損し、火災の原因にもなります。 

また、感電や火災等を防止するため、ＡＣ電源コードは必ず本製品付属のものを正しくお使いくださ

い。 

 

● 保護接地について 

本製品の電源を入れる前に必ず大地に保護接地を行ってください。 
保護接地は本製品を安全にご使用いただき、お客様及び周辺機器を守るために必要です。なお、 

下記の注意を必ずお守りください。 

１）本製品はＡＣ電源コードに、接地線のある３極ＡＣ電源コードを使用しています。この電源コー

ドに保護導体端子を備えた３極電源コンセントに接続すれば、自動的に接地されます。 

 

２）保護接地を行う際、接地線の水道管への接続は、大地とつながっていない場合がありますので行

わないでください。ガス管への接続はたいへん危険ですので絶対に接続しないでください。 

 

３）本製品に電源が供給されているときに、保護接地線の切断や結線を外したりしないように注意し

てください。このような状態になりますと本製品の安全は保障できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 安全上の対策 －警告・注意－ 

注意

警告

警告



 

 

● 入力信号の接続 
本製品の保護接地端子を確実に接地してから被測定装置への接続を行ってください。本製品と測定

器等を接続するとき、同相許容入力電圧範囲を超えないようにご注意ください。範囲を超えた電圧を

入力しますと、本製品の故障の原因となり、たいへん危険です。 

１）最大許容入力電圧（±１２０Ｖ以下：２０Ｖレンジ以上、±１０Ｖ以下：２Ｖレンジ以下）を超

えないようにご注意ください。 

 

２）同相許容電圧（±５００Ｖ ＤＣまたはＡＣピーク値）を超えないようにご注意ください。 

 

 

 

ガス中でのご使用 

可燃性、爆発性のガス、また蒸気のある雰囲気内で使用しないでください。 

お客様および本製品に危険をもたらす原因となります。 

 

● ケースの取り外し 
本製品のケース取り外しは、本体内部に高電圧部分があるためたいへん危険です。弊社及び弊社指定

のサービスマン以外が行うことを禁止します。 

 

感電警告 
 温度電圧ユニットDC61-201およびユニバーサルユニットDC61-202の入力端子はマイナスドライバによ

る入力線の締付です。入力信号線の配線締付には、予め入力信号源の電源を切って安全を確認してから配

線締付してください。 また、本製品に付属のマイナスドライバ以外を締付に使用しないでください。 マ

イナスドライバの柄部分以外の金属部分に触れると感電の危険性があります。 

 

 

 

 

● ＡＣ電源ヒューズ 
 

本製品で使用しているＡＣ電源入力部ヒューズは、本体内にあるためお客様では、交換できません。 

万一ヒューズが切れていると思われる時は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡くだ

さい。 

 

● バックアップ用電池の取扱い（廃棄時の注意） 
本製品ではコイン型リチウム電池（一次電池）を使用しています。本製品の廃棄の際には、コント

ロールユニットDC61-101内の電池ホルダから電池を取り外してください。 

   取り外した電池は、火の中に投入したり分解したりしないでください。電池を加熱すると破裂の恐

れがあります。また、分解すると中から有機電解液が出て皮膚などを痛める恐れがあり、たいへん危

険です。電池を廃棄する場合は、端子にテープなどを貼り絶縁して、最寄の地方自治体の指示に従っ

て廃棄してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告

警告



 

 

● 取扱い上の注意 
以下の事項に十分注意して本製品をお取扱いください。誤った取扱いをしますと、誤動作や故障の

原因となります。 

 

１）本製品の操作方法を理解している人以外の使用を避けてください。 

 

２）本製品の保管場所について 

本製品の保存温度は－２０～６０℃です。 

特に、夏期には長時間直射日光の当たる場所や温度が異常に高くなる場所（自動車内等）での

保管は避けてください。 

 

３）本製品は、電気測定器の安全性規格ＪＩＳ－Ｃ－１００１－１（ＩＥＣ６１０１０－１）での 

設置カテゴリⅡ、過電圧カテゴリⅡを満たす場所で使用してください。 

 

４）本製品は、汚染度２の製品です。 

 

５）本製品は以下のような場所では使用しないでください。また、本製品の周囲等にも十分注意して

使用してください。 

 

① 直射日光や暖房器具等で高温または多湿になる場所 
（使用温度範囲：－１０～５０℃，湿度範囲：３５～８５％） 

② 水のかかる場所 

③ 塩分・油・腐食性ガスがある場所 

④ 湿気やほこりの多い場所 

⑤ 振動の有る場所 

⑥ 強い電磁界が発生している場所 

⑦ 本製品の仕様精度維持するため、本製品には通風孔があいています。 
本製品の周りを囲んだり、上にものを置いて通風孔をふさぐようなことは絶対に行わないでく

ださい。本製品内部温度の異常上昇につながり、故障の原因となります。 

⑧ 紙などの燃えやすいものを本製品の近くに置かないでください。 
 

６）電源電圧の変動に注意し、本製品の定格を超えると思われるときはご使用にならないでください。 

    ＡＣ ９０～２６４Ｖ  （ＡＣ電源ユニット） 

    ＤＣ １０．５Ｖ～３６Ｖ（ＤＣ電源ユニット） 

 

 

７）雑音の多い電源や、高圧電源の誘導等による雑音がある場合は、誤動作の原因となります。  

対策例として以下のような方法が有ります。 

① 電源にノイズカットトランスなどの障害波遮断変圧器を入れます。 

   ② 熱電対による温度測定では、熱電対線と並列にセラミックコンデンサ０．１μＦ（耐電圧５０

Ｖ以上）程度を接続します。 

   ③ 雑音の混入を防ぐために入力線をシールド付電線にします。 

 

８）温度電圧ユニット DC61-201、ユニバーサルユニット DC61-202、ひずみユニット DC61-203には、

静電気サージ電圧を吸収するための保護素子が組み込まれていて、±５００Ｖ以上の電圧で保護

素子が働きます。 

   サージ電圧を吸収する際に流れる電流は無限大となり、保護接地を通って流れます。保護接地を

確実に取ると共に、ユニット端子台止めネジ（上下）も確実に締めてください。 

 

 

 

注 意



９）電池やバッテリの充放電特性を測定する際には、以下の点に注意してください。 

① 電池やバッテリに直接接続した測定では、直列にした両端電圧がチャネル相互間電圧で５００

Ｖ以下になるようにしてください。 

② 各ユニットの入力リレーが偶発的に誤動作したときに、ショート電流が流れる恐れが有ります。 

入力毎にヒューズを入れるか、電流制限抵抗（１ｋΩ／０．５Ｗ程度）を各チャネルの+端子、

-端子それぞれに直列に挿入してください。 

     このとき入力電圧レンジが２Ｖレンジ以下ではデータに影響が出ませんが、２０Ｖ・１００Ｖ

レンジでは以下のように補正してください。 

 

     ・２０Ｖレンジ 

      入力   ＭＩＮ      ＭＡＸ    出力   ＭＩＮ      ＭＡＸ 

       ［－１９．９６０Ｖ］［ １９．９６０Ｖ］  ［－２０．０００Ｖ］［ ２０．０００Ｖ］ 

     ・１００Ｖレンジ 

      入力   ＭＩＮ      ＭＡＸ    出力   ＭＩＮ      ＭＡＸ 

       ［－９９．８０Ｖ］ ［ ９９．８０Ｖ］   ［－１００．００Ｖ］［ １００．００Ｖ］ 

 

 １０）ＣＦカード動作中を示すＬＥＤ点灯時には、ＣＦカードの抜き差しは行わないでください。 

ＣＦカードに書込まれた内容が破壊される場合があります。 

 

１１）ＣＦカードを使用してデータ収録する際には、必ず本製品の内部時計を校正してからメモリ収録

してください。時刻が誤ってメモリ収録されます。 

 

１２）本製品の通風孔にとがった棒などを差し込まないでください。 

 

１３）本製品表面を清掃する場合は、電源を切ってから、換気のよい場所でガーゼなどの柔らかい布に

エタノールを少量含ませて軽く拭いてください。ベンジン、シンナーや化学雑巾を使用すると変

形や変色する場合がありますので使用しないでください。 

 

１４）本製品を輸送するときは最初にお届けした梱包箱・梱包材料を使用するか、それと同等以上の梱

包箱・梱包材料にて輸送してください。 

 

１５）本製品の精度などを維持するために定期的な校正をお勧めします。一年に一度定期校正（有償）

を行うことにより、信頼性の高い測定が行えます。 

 

１６）ご使用中に異常が起きた場合は、直ちに電源を切断してください。 

    異常の原因がどうしてもわからない時は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡く

ださい（その際は、異常現象・状況などを明記してＦＡＸにてお問合せいただければ幸いです）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

弊社の製品は設計から製造工程にわたって、充分な品質管理を経て出荷されていますが、万が一ご使用

中に故障だと思われた場合、弊社に修理の依頼をされる前に、装置の操作方法に問題はないか、電源電圧

に異常はないか、ケーブル類の接続に異常はないかなどをお調べください。 

修理のご要求や確度校正は、ご購入先または巻末に記載の支店・営業所にご連絡ください。その場合には、

機器の形式（DC6100），製造番号，及び故障状況の詳細をお知らせください。 

なお、弊社の保証期間及び保証規程を以下に示します。 

 

 

 

１．保証期間：製品の保証期間は、納入日より１年です。 

 

２．保障内容：保証期間内の故障については、必要な修理を無償で請け負います次の場合は、弊社規程に

よって修理費を申し受けます。 

① 不正な取扱いによる損害、または故障 

② 火災、地震、交通事故、その他の天変地異により生じた損傷、または故障 

③ 弊社もしくは弊社が委嘱した者以外による修理、改造によって生じた損傷、または故障 

④ 機器の使用条件を越えた環境下での使用または保管による故障 

⑤ 定期校正 

⑥ 納入後の輸送または移転中に生じた損傷、または故障 

 

３．保障責任：弊社の製品以外の機器については、その責任を負いません。 

 

       本製品には寿命部品（電解コンデンサやフラッシュメモリ）が使用されています。性能を

維持するためには定期的な交換が必要となります。 

      一年に一度定期校正（有償）を行うことにより、信頼性の高い測定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 保証要領 

■ 保証規定 

ＮＯＴＥ 



 

 

 

本取扱説明書中で使用している表記及び記号には、以下のような意味があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表記及び記号 意味 

 

 

 

この内容を無視して取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる事項、及び、軽傷または物的損害が発生する頻度が高い事項が書かれています。 

 

 

 

この内容を無視して取扱いを誤った場合、人が傷害を負う危険が想定される事項、及

び、物的損害の発生が想定される事項が書かれています。 

 

 

 

この内容を無視して取扱いを誤った場合、本製品が誤動作したり、測定データを消去

したりする可能性が想定される事項が書かれています。 

 

 

 

設定上の制約や補足説明が書かれています。 

 

 
参照頁を表します。 

本製品 リモートスキャナＤＣ６１００を指します。 

メモリ 
DC6100内部の内部メモリを指します。 

内部メモリを指定して測定を行うと、このメモリに測定データを収録します。 

ＣＦカード ＣＦカードスロットに差し込んで使用するメモリです。 

■ 本取扱説明書中の表記について 

注意

警告

ＮＯＴＥ 

ＴＩＰＳ 
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１．概要 

   本製品リモートスキャナＤＣ６１００は、ひずみ・温度（熱電対、測温抵抗体）・直流電圧／電流、

接点、パルス、デジタルの入力信号を、最速３０ｃｈ／０．０１ｓ（６０ｃｈモデル）、最大３００

ｃｈ／０．１ｓの速度で測定・収録可能なデータロガーです。 

 

２．特長 

１）多チャネル収録 

   ラボユースの小規模計測（１０ｃｈ）からプラント向け大規模計測（３００ｃｈ）まで入力できま

す。 

 

 ２）高速収録 

   ３０ｃｈを最速１０ｍｓ（６０ｃｈモデル）での高速収録が可能。 

また、３００ｃｈでは最速1００ｍｓのサンプリング速度で収録できます。 

 

 ３）入力ユニット 

   入力ユニットは５種類 

 10ch温度電圧 

ユニット 

DC61-201 

ユニバーサル 

ユニット 

DC61-202 

ひずみ 

ユニット 

DC61-203 

DI/ALM 

ユニット 

DC61-204 

30ch温度電圧 

ユニット 

DC61-205 

直流電圧／電流 ○ ○ ○ － ○ 

熱電対 ○ ○ － － ○ 

測温抵抗体 ○ － － － ○ 

ひずみ － ○ ○ － － 

接点 ○ ○ ○ － ○ 

パルス列 － － － ○ － 

アラーム出力 － － － ○ － 

 

 ４）全ユニット同時計測可能 

専用の接続ケーブルを使用することにより全ユニットを同期させた計測ができます。 

 

５）マルチスキャン測定 

１システム内に３種類の測定（スキャン）周期を設定し、１台で３通り（３グループ）の計測を同

時に行うことが可能。 

入力ユニット単位で異なる測定周期を設定可能。さらに、３グループに異なる収録インターバルを

設定（マルチスキャンインターバル）できるので、測定対象ごとに最適な測定周期、収録間隔で計

測可能。 

限られた内蔵メモリやＣＦカードの容量を効果的に使用することができます。 

 

６）多彩なトリガ設定と収録インターバル 

・ 各チャネルに設定したレベル・アラーム・時刻を要因とする収録開始／終了の収録 

・ レベル・アラームを要因とするプリトリガによるトリガ前後の現象確認などが可能な一定イン

ターバル収録 

・ 収録インターバルを段階的に変化させる可変インターバル収録 

・ トリガレベルを段階的に変化させるステップレベル収録などトリガと収録インターバルを組み

合わせて、測定対象に合わせた柔軟な収録ができます。 

 

７）汎用インタフェース 

   ＰＣとの接続は、汎用インタフェースであるＥｔｈｅｒｎｅｔ（100BASE-TX）、ＵＳＢ２．０の２

種類何れかを使用可能。高速転送で、ＰＣの負荷を軽減します。 
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 ８）３種類の計測モード 

－１ ＰＣコントロールモード 

ＥｈｅｒｎｅｔまたはＵＳＢ２．０でＰＣと接続することにより、ＰＣをコントローラとした

データ計測が可能。 

     測定データは、ＰＣへ収録されると共に、内部メモリおよびＣＦカードにも保存可能。 

  －２ スタンドアローンモード 

無人での長時間計測などでは、測定条件をコントロールソフトまたはＷｅｂブラウザで予め設

定、ＰＣを切り離した状態で本体操作キー（ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ）により本製品単体での測

定ができます。 

     測定データは、内部メモリまたはＣＦカードに保存。 

     自動収録ファイルファイル作成により、電源ＯＮでファイル設定内容により、収録を開始する

こともできます。 

－３ Ｗｅｂモード 

インターネット、イントラネット経由でＷｅｂブラウザから本体にアクセスすることにより、

設定・データモニタ・ファイル操作・時刻設定が可能。 

     測定データは、内部メモリおよびＣＦカードに保存。遠隔地に設置した装置の状態モニタに便

利です。 

 

９）耐ノイズ性の向上 

高速モード（１０ｍｓ）と商用交流の影響を抑えた積分モードを選択できます。 

 

 １０）ＣＦカードスロットを標準装備 

最大１６ＧＢまでのＣＦカードに対応。ＰＣコントロールモードでもスタンドアローンモードでも

リアルタイムにデータ収録できます。 

 
１１）２種類の収納ケース、用途により形状を選択 
用途に合わせて３０ｃｈ収納ケースと６０ｃｈ収納ケースを準備。 
キャリングキット、ＤＩＮレール取付キット、ラックマウント取付キットなどの選択で、用途に合

わせた収納ケースの用意ができます。 
 
１２）ＰＣコントロールソフトウェア 

   ＤＣ６１００データ収録プログラムＮＳ４１－２０１を標準添付。 
   ユニファイザ同様のユーザインタフェースでＤＣ６１００をコントロール。ユニファイザによる赤

外線カメラ、レコーダなど弊社製品での同時計測への移行が簡単です。 
 
３．ＤＣ３１００・ＤＣ５０００シリーズ、ＤＥ１２００シリーズとの互換性 
 １）データファイルについて 
   チャネル数の拡大、高速化、ファイルの大容量化などのため、収録ファイルなどの互換性はありま

せん。 
   ＤＣ５０００シリーズ，ＤＥ１２００のコントロールソフトでＤＣ６１００のデータを表示するこ

とはできません。 
   ＤＣ６１００コントロールソフトでＤＣ５０００シリーズ、ＤＥ１２００のデータを表示すること

はできません。 
 
２）通信コマンドについて 
ＤＣ６１００の通信コマンドは、マルチスキャン・高速データ転送・ファイル名・ファイル容量拡

張などの点で機能強化されており、ＤＣ５０００シリーズ・ＤＥ１２００の通信コマンドとの互換

性は完全ではありません。しかし、従来のコマンドと同じものも多数あり、基本的なコマンド・フ

ォーマットは変更しておりませんので、代替コマンドでＤＣ６１００に対応していただくことで、

お客様が作成したソフトも最小限の変更で使用することができます。 
   （通信インタフェース変更による高速化などによるタイミングの変化には注意が必要です。） 
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４．各部の名称と機能 

１）構成 
                      １ユニット目 

     ６ユニット目           １～１０ｃｈ 

     ５１～６０ｃｈ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）入力ユニットとチャネル番号 

本製品は、右から順にユニット番号が自動的に振られます。 

   ユニットの途中にブランクパネルDC61-210が入ってもチャネル詰めは行いません。入力設定･収録

チャネルもブランクパネル数分空くことになります。 

 

３）ユニット着脱と注意 

          本製品のユニット着脱は、実施前に必ず電源をＯＦＦし、安全のため電源コードを

コンセントから抜いてから行ってください。 

電源通電中のユニット着脱は、本製品の故障の原因となりますので、行わないでく

ださい。 

          ユニットの着脱は、端子面およびパネル面の上下ネジ２本を付属ドライバで行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０ｃｈモデル例 

電源ユニット装着位置 
ＡＣ電源ユニットDC61-102 

またはＤＣ電源ユニットDC61-104を実装します。 

コントロールユニット装着位置 

コントロールユニット DC61-101またはチャネル拡張ユニット

DC61-103を実装します。 

入力ユニット装着位置 

３０ｃｈ収納ケースDC61-151では３ユニットまで、 

６０ｃｈ収納ケースDC61-152では６ユニットまで実

装できます。 

注意
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５、電源ユニットDC61-102 

 

 

 

ＡＣ電源ユニットDC61-102の例 

１）ケース番号の設定について 

   本製品を１台のみで使用する場合は、「ＣＡＳＥ Ｎｏ，」を「０」に設定します。 

   ２台以上の複数台接続する場合は、２台目以降を順に「１」、「２」と５ケース最大３００ｃｈまで

増設することができます。 

   増設方法は、7.チャネル拡張ユニットの項を参照してください。 

 

６、コントロールユニットDC61-101 

 

 

 

 
 

 

・電源ランプ「ＰＯＷＥＲ」 

本体に通電中は緑色のＬＥＤが点灯します。 

・スタンバイランプ「ＳＴＡＮＢＹ」 
本体へ通電中に省電力モードへ移行したとき、赤色のＬＥ

Ｄが点灯します。 

・ケース番号スイッチ「ＣＡＳＥ №」 

本製品を複数台連結して使用する場合に、各ケースごとに

異なったケース番号を設定します。 

・電源スイッチ「ＰＯＷＥＲ」 

スイッチを上（１）へ倒すと電源を通電し、下（０）へ倒

すと電源が切れます。 

・接地ネジ 
本体を接地するネジです。 
電源を接続する前に、必ず大地に保護設置を行ってくださ

い。 

・電源コネクタ「９０－２６４Ｖ ＡＣ～」 

電源電圧はＡＣ９０～２６４Ｖ範囲にあることを確認し

て、付属の電源コードで接続します。 

・ユニット着脱ネジ 
上下２本のネジを付属ドライバで着脱できます。 

注意

・ユニット着脱ネジ 
上下２本のネジを付属ドライバで着脱できます。 

・操作パネル「ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」 
 本製品の動作状態や、スタンドアローンモード使用すると

きの収録ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチです。 

・ＳＹＮＣコネクタ ２個「ＳＹＮＣ」 

 本製品を複数台接続して多チャネル収録するときスレーブ本

体と接続する時に使用します。チャネル拡張用同期ケーブル

DC61-401～403を使って接続します。 

 ※注意：2個の SYNCコネクタを同時に使用する場合には制限が

あります。詳しくは、7.チャネル拡張ユニットをご覧下

さい。 

・ＵＳＢコネクタ「ＵＳＢ」 
 本製品をＵＳＢケーブルを使ってＰＣと接続します。 
 ＵＳＢ２．０準拠のケーブルを使って接続してください。 
 Ｅｔｈｅｒｎｅｔとは排他です。 
 ※注意：ＵＳＢケーブルが長いと正常に接続できない場合

があります。１ｍ以下のケーブルを推奨します。 

・ＣＦコネクタ「ＣＦ ＣＡＲＤ」 
 ＣＦカードにデータ収録する場合に装着します。 
 ＣＦカードを装着すると上部のツマミが押し出ます。 
外すときはこのツマミを押し込むとＣＦカードが出てき

ます。 
 ＣＦカードは弊社指定のカードを装着します。 
 ※注意：弊社指定以外のＣＦカードではデータ収録が正常

にできない場合や、使用環境の温湿度を満たさず不

具合となる場合があります。 
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１）操作パネルの詳細機能 

 

 
表示 機能名 点滅 点灯 

通信中 緑色 
ＲＭＴ REMOTE 

ＤＨＣＰ取得エラー 赤色 
通信異常 赤色 

トリガ待ち 緑色 収録中 緑色 

－ － 時刻トリガ待ち 橙色 ＲＥＣ RECORD 

内部メモリ不足  ※1 赤色 内部メモリ一杯 赤色 

ＡＬＭ ALARM バランスオーバー 赤色 アラーム検出時  ※2 赤色 

ＦＡＩＬ FAIL － － システムエラー 赤色 

ＣＦカード書込中 ※3 橙色 書込先表示    ※4 橙色 
ＣＦ CF ACCESS 

ＣＦカード容量不足※5 赤色 ＣＦカード一杯  ※6 赤色 

※1 内部メモリ不足  ：内部メモリ残容量なしのため、ファイルをクローズして赤色点灯。 

※2 アラーム検出時  ：アラーム用件不成立となった時、消灯。 

※3 ＣＦカード書込中 ：ＣＦカード アクセス中点滅。 

※4 書込先表示    ：データ収録先としてＣＦカードを指定。 （橙色：緑、赤同時点灯） 

※5 ＣＦカード容量不足：全容量の９５％。 （ＣＦカードの容量は５１２Ｍバイト以上） 

※6 ＣＦカード一杯  ：ＣＦカード残容量なしのため、ファイルをクローズして赤色点灯。 

 

 ２）初期化方法 

本器ＤＣ６１００を初期化するには、「ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ」スイッチと「ＴＲＩＧ」スイッチ

を同時に押したまま電源ＯＮし、以下の順でＬＥＤが点灯－消灯した後に初期化が完了します。 

    

 

 

 

 

 

●：ＬＥＤ点灯、○：ＬＥＤ消灯を示す 

 

３）モード切替ディップスイッチ 

   計測モードを設定します。 

スイッチ ＯＮ ＯＦＦ 

１  ※1 

２  ※1 

３  ※1 

４ ＤＨＣＰ ＯＮ  ※2 ※1 

    ※1 通常スイッチ１～４は全てＯＦＦに設定します。 

    ※2 ＤＨＣＰのＯＮが有効になるのは、別途「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」パラメータファイルへのＯＮ設定と、ディッ
プスイッチ４がＯＮに設定されているときになります。 

       注意：「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」パラメータファイルへの設定は、ＥｔｈｅｒｎｅｔのＴＣＰ／ＩＰアドレス設

定の項で「ＤＨＣＰ：ＯＮ」を設定し「ＵＷＤ」コマンドによる書込みで有効になります。 

       注意：ネットワーク上のＤＨＣＰサーバから動的アドレス取得に約６０秒間失敗した場合は、操作パネル

の「ＲＭＴ」表示が赤色に点滅します。 

          アドレス取得に失敗した場合は、初期値のＩＰアドレス「１９２．１６８.１００．１」に戻ります。 

 

・メモリ収録ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰスイッチ 
 本製品をスタンドアロンモードで使用するとき、一度押す

とメモリ収録がＳＴＡＲＴしＲＥＣランプが点灯します。

もう一度スイッチを押すとＳＴＯＰし収録が止まります。 

・メモリＴＲＩＧスイッチ 
 本製品をスタンドアロンモードで使用したとき、ＳＴＡＲ

Ｔスイッチを押した後、ＴＲＩＧスイッチを押すとマニュ

アルトリガが入ります。ＴＲＩＧスイッチは１回目が有効

で、２回目以降は無視されます。 

RMT

REC

ALM

FAIL

CF

RMT

REC

ALM

FAIL

CF

RMT

REC

ALM

FAIL

CF

RMT

REC

ALM

FAIL

CF

初期化時のLED点灯
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７、チャネル拡張ユニットDC61-103 

 

 

 

チャネル拡張ユニットDC61-103 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※注意：製品シリアルＮｏ.１０３＊＊＊以前のコントロールユニットでは、２個のＳＹＮＣコネ

クタを同時に使用できません。 

 

 
ユニットでの「シリアルNo.」確認方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ＳＹＮＣコネクタ ２個 
 ＳＹＮＣコネクタの片側をマスタ本体へ接続、もう片側は

さらにスレーブの本体があるときに接続します。(※) 
ＳＹＮＣコネクタはＩＮ／ＯＵＴの指定があります。 

 
マスタ本体 スレーブ本体 

ＩＮ 

ＯＵＴ 

ＩＮへ 

・ユニット着脱ネジ 
上下２本のネジを付属ドライバで着脱できます。 

次のスレーブＩＮへ 
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８、温度電圧ユニットDC61-201/205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
入力種類 端子 入力信号 

１）直流電圧の計測 

入力電圧は次の値以下でご使用くだ 
さい。 
１００Ｖレンジ：１２０Ｖピーク 
２０Ｖレンジ ：１２０Ｖピーク 
２Ｖレンジ  ：１０Ｖピーク 
２０ｍＶ，２００ｍＶ：１０Ｖピーク 

 

 

 

２）直流電流の計測 

電流を計測する場合はシャント抵抗Ｒが 
必要です。 
Ｒの値は「２０Ｖレンジ」／「電流」 
上記の式より４－２０ｍＡでは２５０Ω 
が最適値です。 

 

 

 

３）熱電対による温度計測 

熱電対による温度計測で、内部基準接点を 

ご使用の場合、入力端子台に風や直射日光 

が当たると入力端子台の熱平衡がズレる恐 

れがあります。 

本器を風よけや日よけによって入力端子台 

に影響ないよう設置してください。 

熱電対の先端部分を非測定対象に固定する 

場合は、ノイズの混入を防ぐため絶縁を施 

してから固定してください。 

非絶縁状態のまま接続した場合、計測デー 

タにノイズが混入する恐れがあります。 

 

 

 

・入力端子台着脱ネジ 
上下２本のネジで着脱できます。 
ユニットの着脱は、入力端子台を外した下側パネル

の上下２本のネジでユニットの着脱ができます。 

直流電圧・電流の計測、熱電対または測温抵抗体に

よる温度計測、無電圧接点の状態を計測します。 

・入力端子への結線 
入力端子へ結線する線材は以下の

適合の線材をご使用ください。 
 
ＡＷＧ２６～１６ 
０．１４～１．５ｍｍ2 

 
※熱電対素線など線材が細い線を締付

けるとき、ネジ締め力を強くすると、

端子台内部で線が押切れて端子台不

良になる恐れがあります。特に銅線

など柔らかい線材は注意して締付け

てください。 

・締付ドライバ 
入力信号線の締付は付属

品添付のドライバをご使

用ください。 
添付品以外のドライバを

使用するとネジの溝が崩

れる恐れがあります。 
先端幅 ３．５ｍｍ 
先端厚 ０．６ｍｍ 

5.08mm 

5.08mm 

 

温度電圧ユニットDC61-201 

＋ 

― 

シャント抵抗Ｒ ↑ 
― 

＋ 

＋ 

－ 

補償銅線 

シース付熱電対の例 

＋ 
－ 

＋ 
－ 

＋ 
－ 

＋ 

－ 
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入力種類 端子 入力信号 

４）測温抵抗体による温度計測 
測温抵抗体への測定電流約０．３ｍＡ 
３導線は、線径・線長を等しくしてく 
ださい。 
３導線の線径・線長が異なると誤差要 
因になります。 

 

 

 

 

５）接点の状態を計測 

接点の状態を検出するために 

約０．３ｍＡの電流を流します。 

接点あるいはオープンコレクタ出力 

以外の信号を接続しないでください。 

故障の原因となる場合があります。 

 

 

 

 

９、ユニバーサルユニットDC61-202 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

３線式測温抵抗体の例 

Ｂ 
Ｂ 

Ａ 
Ｂ 
Ｂ 

＋ 
－ 

直流電圧・電流の計測、熱電対、ひずみゲージおよ

びひずみゲージ変換器、無電圧接点の状態を計測で

きます。 

 

5.08mm 

5.08mm 

5.08mm 

5.08mm 

 
ユニバーサルユニットDC61-202 

・入力端子台着脱ネジ 
上下２本のネジで着脱できます。 
ユニットの着脱は、入力端子台を外した下側パネル

の上下２本のネジでユニットの着脱ができます。 
・入力端子への結線 
入力端子へ結線する線材は以下の

適合の線材をご使用ください。 
 
ＡＷＧ２６～１６ 
０．１４～１．５ｍｍ2 

 
※熱電対素線など線材が細い線を締付

けるとき、ネジ締め力を強くすると、

端子台内部で線が押切れて端子台不

良になる恐れがあります。特に銅線

など柔らかい線材は注意して締付け

てください。 
 
※Ｅ端子について 
 Ｅ端子はガードシールド端子です。

シールド線を用いた配線時に接続し

ます。 
 このＥ端子はケースアースに直結さ

れず容量約１０００ｐＦを介して接

続されています。 

・締付ドライバ 
入力信号線の締付は付属

品添付のドライバをご使

用ください。 
添付品以外のドライバを

使用するとネジの溝が崩

れる恐れがあります。 
先端幅 ３．５ｍｍ 
先端厚 ０．６ｍｍ 

Ａ 

Ｂ

 
Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 



- 9- 

入力種類 端子 入力信号 

１）直流電圧の計測 

入力電圧は次の値以下でご使用くだ 
さい。 
１００Ｖレンジ：１２０Ｖピーク 
２０Ｖレンジ ：１２０Ｖピーク 
２Ｖレンジ  ：１０Ｖピーク 
２０ｍＶ，２００ｍＶ：１０Ｖピーク 

 

 

スイッチの設定 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 
 

 

２）直流電流の計測 
電流を計測する場合はシャント抵抗Ｒが 
必要です。 
Ｒの値は「２０Ｖレンジ」／「電流」 
上記の式より４－２０ｍＡでは２５０ 
Ωが最適値です。 

 
 
 

  スイッチの設定 ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 
 

 

３）接点の状態を計測 

接点の状態を検出するために約０．３ｍＡの 
電流を流します。 
接点あるいはオープンコレクタ出力以外の 
信号を接続しないでください。 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 
 

 

４）熱電対による温度計測 

熱電対による温度計測で、内部基 

準接点をご使用の場合、入力端子 

台に風や直射日光が当たると入力 

端子台の熱平衡がズレる恐れがあ 

ります。 

本器を風よけや日よけによって入 

力端子台に影響ないよう設置して 

ください。 

熱電対の先端部分を非測定対象に 

固定する場合は、ノイズの混入を 

防ぐため絶縁を施してから固定し 

てください。非絶縁状態のまま接 

続した場合、計測データにノイズ 

が混入する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

― 補償銅線 

シース付熱電対の例 

＋ 

注意

シャント抵抗Ｒ 
― 

＋ 
↓ 

注意

＋ 

― 

注意

注意

－ 
 
＋ 

－ 
 
＋ 

－ 
 
＋ 

－ 
 
＋ 
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入力種類 端子 入力信号 

５）ひずみを計測（１２０Ω １ゲージ法） 

単純引張り、圧縮または単純曲げの 
計測に適する。 
周囲温度の変化が少ない場合に適し 
ます。 

 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 

 

６）ひずみを計測（１２０Ω １ゲージ法３線式） 

単純引張り、圧縮または単純曲げの 
計測に適する。 
ひずみゲージのリード線温度保障が 
行える。 

 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

 

 

 

７）ひずみを計測（１２０Ω 隣辺２ゲージ法） 

単純引張り、圧縮または単純曲げの 
計測に適する。 
周囲温度の変化が少ない場合に適し 
ます。 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 

 

８）ひずみを計測（１２０Ω 対辺２ゲージ法） 

引張り、圧縮ひずみのみ検出し、 
曲げひずみを消去する。 
温度変化の影響は倍増される。 

 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひずみゲージ 

 

ひずみゲージ 

注意

注意

ひずみゲージ 

注意

 

ひずみゲージ 

注意

Ａ 
Ｂ 
 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 
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入力種類 端子 入力信号 

９）ひずみを計測（４ゲージ法） 

引張り、圧縮ひずみを検出し、 
曲げひずみを消去する。 
また、曲げひずみを検出し引張 
圧縮ひずみを消去する。 
温度補償される。 

 
 

 

 

 

 

 

  スイッチの設定 

 

 

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３ ＳＷ４ ＳＷ５ 

ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

 

 

 

 
入力端子のＡ，Ｃ端子にはブリッジ電圧２Ｖが出力されていますので、ひずみゲージ以外

を接続しないでください。 
         誤って入力信号を接続すると、本製品の故障の原因となりますので、行わないでください。 
 
 
１０、ひずみユニットDC61-203 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意

 
注意

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 
Ｄ 

ひずみゲージ変換器、ブリッジボックスを用いたひず

みを計測できます。 

Ｒ０５－ＰＢ５Ｆ(座) 

 
ひずみユニットDC61-203 

・入力端子台着脱ネジ 
上下２本のネジで着脱できます。 
ユニットの着脱は、入力端子台を外した下側パネル

の上下２本のネジでユニットの着脱ができます。 

・入力コネクタへの結線 

入力コネクタはおよびキャブタイヤコードの

外形と線材は以下のものを使用してください。 

 

コネクタ（栓）  ：Ｒ０５－ＰＢ８Ｍ 

／多治見無線製 

キャブタイヤコード：シース外形φ６．２ｍｍ

以下 

適合線材     ：ＡＷＧ２４以下または

０．２ｍｍ2以下 

 

※Ｅ端子について 
 Ｅ端子はガードシールド端子です。シールド線

を用いた配線時に接続します。 
 このＥ端子はケースアースに直結されず容量

約１０００ｐＦを介して接続されています。 
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入力種類 コネクタ 入力信号 

１）直流電圧の計測 

入力電圧は次の値以下でご使用くだ 
さい。 
１００Ｖレンジ：１２０Ｖピーク 
２０Ｖレンジ ：１２０Ｖピーク 
２Ｖレンジ  ：１０Ｖピーク 
２０ｍＶ，２００ｍＶ：１０Ｖピーク 

 
 

 

 

 
 

 

 

Ｂ：－ 

 

Ｄ：＋ 

 

２）直流電流の計測 

電流を計測する場合はシャント抵抗Ｒが 
必要です。 
Ｒの値は「２０Ｖレンジ」／「電流」 
上記の式より４－２０ｍＡでは２５０ 
Ωが最適値です。 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

Ｂ：－ 

 

Ｄ：＋ 

 

３）接点の状態を計測 

接点の状態を検出するために 
約０．３ｍＡの電流を流します。 
接点あるいはオープンコレクタ出力 
以外の信号を接続しないでください。 

 

 

 

 

 

  

 

Ｂ：－ 

 

Ｄ：＋ 

 

４）ひずみの計測 

ひずみゲージ式変換器を使用 
する場合は、オプションのケ 
ーブルを使用します。 

・ひずみ入力変換ケーブル 
 ＤＣ６１－４１３ 

 
ひずみゲージ用のブリッジボ 
ックスを使用する場合もオプ 
ションのひずみ入力変換ケー 
ブルを使用します。 

 

 

 
 

 

 

Ａ：BV＋ 

Ｂ：－ 

Ｃ：BV－ 

Ｄ：＋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＋ 

― 

＋ 

― 

シャント抵抗Ｒ ↓ 
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１１、ＤＩ／ＡＬＭユニットDC61-204 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
入力種類 端子 入力信号 

１）パルス列の数をカウント 
パルス列をカウントします。 
入力電圧は以下の値まででご使用 
ください。 

・５Ｖ～３０Ｖ 
 
入力電圧が５．２Ｖを越すと入力 
抵抗は３３ｋΩへ下がります。 

 
入力～ケース間耐電圧：３００ＶＤＣまたはＡＣピーク値 

             （２ｋＶＤＣまたはＡＣピーク １分間） 
 

 

 

 

２）アラーム接点を出力 

Ｎ.Ｏ（ノーマリオープン）または 

Ａ接点 

Ｎ.Ｃ（ノーマリクローズ）または 

Ｂ接点 

 

接点ＯＮ／ＯＦＦ時間：３ｍｓ以内 

最大開閉電圧    ：ＤＣ２２０Ｖ、ＡＣ２５０Ｖ以下 

最大開閉電流    ：１Ａ以下 

ただし、最大開閉容量６２．５ＶＡ以下でご使用ください。 

 

接点出力～ケース間耐電圧：ＤＣ２２０Ｖ，ＡＣ２５０Ｖ以下 

              （１ｋＶＤＣまたはＡＣピーク １分間） 

 

 

 

 

 

 

 

パルス列のカウント、アラーム接点を出力します。 

 
DI/ALMユニットDC61-204 

5.08mm 

5.08mm 

 

・入力端子台着脱ネジ 
上下２本のネジで着脱できます。 
ユニットの着脱は、入力端子台を外した下側パネル

の上下２本のネジでユニットの着脱ができます。 

・入力端子への結線 
入力端子へ結線する線材は以下の

適合の線材をご使用ください。 
 
ＡＷＧ２６～１６ 
０．１４～１．５ｍｍ2 

 
※熱電対素線など線材が細い線を締付

けるとき、ネジ締め力を強くすると、

端子台内部で線が押切れて端子台不

良になる恐れがあります。特に銅線

など柔らかい線材は注意して締付け

てください。 

・締付ドライバ 
入力信号線の締付は付属

品添付のドライバをご使

用ください。 
添付品以外のドライバを

使用するとネジの溝が崩

れる恐れがあります。 
先端幅 ３．５ｍｍ 
先端厚 ０．６ｍｍ 

＋ 

― 
 

 

＋ 
－ 

Ｎ．Ｏ 
ＣＯＭ 
Ｎ．Ｃ 
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１２、ＰＣとの接続 

   本製品ＤＣ６１００を使用するには、ＰＣと接続して入力レンジの設定・Ａ／Ｄ積分時間・スキャ

ン周期などの設定が必要です。ＰＣと接続したあと添付のユニファイザＬＥにてこれらの設定、およ

び収録データの再表示・データ変換などが行えます。 

  Unifizer LE for Scanner NS41-201の詳細説明については、別冊の「NS41-201 Unifizer LE for Scanner

取扱説明書」を参照してください。 

 
  ＤＣ６１００とＰＣを接続するには以下の２通りがあります。 

  ・Ｅｔｈｅｒｎｅｔ接続 ： ＰＣと１対１で接続する方法と、ご使用のＬＡＮネットワークに接続

してＤＣ６１００に固定ＩＰアドレスを割り当てて接続する方法。 

（予めネットワーク管理者への登録などご使用環境による手順が必

要となることがあります） 

  ・ＵＳＢ接続      ： ご使用ＰＣのＵＳＢポートを使用して、ハードウェア上はＵＳＢとし

て接続します。（ＰＣ内部では本製品はＥｔｈｅｒｎｅｔクラスとし

て扱われます） 

  上記何れかの接続方法を選択してＰＣとの接続を行います。 

 

１）ＥｔｈｅｒｎｅｔでＰＣと１対１（ポイント ツーポイント）接続 

使用するケーブルは「クロスＬＡＮケーブル」を使用します。 

この場合、本製品ＤＣ６１００のＩＰアドレスは一般的には変更する必要が無いため初期値 

「１９２．１６８．１００．１」のまま使用します。 

 

手順  ① クロスＬＡＮケーブル（市販品のクロスケーブル カテゴリ５，６，７を使用可）を準備 
 

   手順  ② ＤＣ６１００の電源をＯＮしてＰＣとクロスＬＡＮケーブルで接続 

         （ＤＣ６１００のＬＡＮコネクタのＬＥＤ 緑と橙が点灯） 

 

   手順  ④ ＰＣのネットワーク接続設定 詳細は４）ネットワーク接続方法を参照 

         ＰＣ側のＩＰアドレスを例えば「１９２．１６８．１００．１０」にします。 

 

   手順  ⑤ ＩＰアドレスを「１９２．１６８．１００．１」に設定して「接続」ボタンを押すとＤＣ

６１００と接続されます。 

 
         ※正常にＤＣ６１００と接続されると、プロジェクト－機器の下に「アンプ」が追加され

ます。 操作説明はユニファイザＬＥの取扱説明書を参照してください。 

 

         ※接続に失敗した場合は以下の項目をもう一度点検し直してから手順①からやり直します。 

          ・クロスＬＡＮケーブルか点検してください。 

ストレートケーブルであった場合、手順②の確認でＬＥＤが点灯しません。 

          ・ＰＣのネットワーク接続が変更されているかプロパティで確認します。 

           特にＩＰアドレスが、ＤＣ６１００と重複してないか点検してください。 
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２）Ｅｔｈｅｒｎｅｔでネットワーク接続 

使用するケーブルは「ストレートＬＡＮケーブル」を使用します。 

この場合、予めネットワーク管理者より本製品ＤＣ６１００のＩＰアドレスを割り当てる必要が有

ります。 例えば「１９２．１６８．１９．１００」などです。ご使用のネットワークによりこの

ＩＰアドレスは異なります。 

 

   手順  ① ＤＣ６１００のＩＰアドレスをネットワーク管理者より振当てられたアドレスへ変更しす。 

         ＤＣ６１００のＩＰアドレスを変更するには、一旦ＰＣと１対１で接続して「ＵＳＥＲ．

ＰＲＭ」パラメータファイルの内容を書き換えて再登録することになります。 

 

   ――ＰＣと１対１接続―― 

   手順  ② クロスＬＡＮケーブル（市販品のクロスケーブル カテゴリ５，６，７を使用可）を準備 

 

   手順  ③ ＤＣ６１００の電源をＯＮしてＰＣとクロスＬＡＮケーブルで接続 

         （ＤＣ６１００のＬＡＮコネクタのＬＥＤ 緑と橙が点灯） 

 

   手順  ④ ＰＣのネットワーク接続設定 詳細は４）ネットワーク接続方法を参照 

         ＰＣ側のＩＰアドレスを例えば「１９２．１６８．１００．１０」にします。 

 

   ――ＵＳＥＲ．ＰＲＭファイルの書換え―― 

   手順  ⑤ 付属ＣＤの「ＤＣ６１００」フォルダ内にある「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」をご使用ＰＣの適当

なフォルダへコピーして、Ｗｉｎｄｏｗｓのメモ帳などテキストエディタで「ＥＴＨ＿Ｉ

Ｐ」「ＳＵＢＮＥＴ」「ＧＡＴＥＷＡＹ」の各アドレスをネットワーク管理者が指定された

ＩＰアドレス書換え、上書き保存します。 

 

   手順  ⑥ ＩＰアドレスを書換えたＵＳＥＲ．ＰＲＭファイルをＤＣ６１００へ送ります。 

ＤＣ６１００へＵＳＥＲ．ＰＲＭファイルを送るには、５）ＦＴＰ設定を参照してファイ

ルを転送（上書き）します。 

 

   ――ＩＰアドレスの登録―― 

   手順  ⑦ Ｗｉｎｄｏｗｓのプログラム－アクセサリ－通信－ハイパーターミナルを実行します。 

接続の設定ウィンドで「名前」の項目を例えば「ＤＣ６１００設定」など適当な名前を設

定します。 

          
         上図の接続の設定ウィンドで「接続方法」をＣＯＭポートから「ＴＣＰ／ＩＰ」へ選択し

直します。 

         ホストアドレスにＤＣ６１００のデフォルトアドレス「１９２．１６８．１００．１」を

設定、ポート番号を「６１００」に設定して「ＯＫ」を押します。 
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   手順  ⑧ ハイパーターミナルが起動したら「Ｅｎｔｅｒ」キーを一度押すと「ｅ２」アンサーが戻

れば正常にＤＣ６１００と接続されています。 

         ここでＵＳＥＲ．ＰＲＭファイ内容を有効にするため「ＵＷＤ」と大文字でキー入力し「Ｅ

ｎｔｅｒ」キーを押します。 

         ＵＳＥＲ．ＰＲＭが有効になると「００」とアンサーが表示されます。 

         ※ｅ２などのエラーが返る場合は、キー入力をもう一度確かめてキー入力します。 

 
         アンサーが「００」と返れば正常にＩＰアドレスが書き換わったので、一度電源スイッチ

をＯＦＦして、再度ＯＮした以降は書換えたＩＰアドレスが有効になります。 

         電源をＯＦＦするまではこれまで接続したＩＰアドレスのままです。 

 

   手順  ⑨ ＤＣ６１００との接続ケーブルをこれまでのクロスＬＡＮケーブルから、ストレートＬＡ

Ｎケーブルに交換してネットワークに繋げます 

 

   手順  ⑩ ユニファイザＬＥにてプロジェクト－機器の「機器追加」ボタンで接続先をＩＰアドレス

指定を選び、ＩＰアドレスを「１９２．１６８．１９．１００」に設定して「接続」ボタ

ンを押すとＤＣ６１００と接続されます。 

 
         ※正常にＤＣ６１００と接続されると、プロジェクト－機器の下に「アンプ」が追加され

ます。 操作説明はユニファイザＬＥの取扱説明書を参照してください。 

         ※接続に失敗した場合は以下の項目をもう一度点検し直してから手順①からやり直します。 

          ・ストレートＬＡＮケーブルか点検してください。 

クロスケーブルであった場合、ＬＥＤが点灯しません。 

          ・ＰＣのネットワーク接続が一時的に変更されているかプロパティで確認します。 

           特にＩＰアドレスが、ＤＣ６１００と重複してないか点検してください。 
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  ３）ＵＳＢで接続 

    本製品ＤＣ６１００のＵＳＢ（２．０）は、ハードウェア上の接続はＵＳＢですが、ＰＣ内部で

の扱いは、特殊なドライバ（Ｅｔｈｅｒｎｅｔクラス）を経由することでＥｔｈｅｒｎｅｔとし

て扱われます。従ってＵＳＢ接続するには以降の２つの操作が必要です。 

    ・ＤＣ６１００用ＵＳＢドライバのインストール 

    ・ＵＳＢ接続時のネットワーク接続設定 

 

   ――ＵＳＢドライバのインストール―― 

手順  ① ＤＣ６１００用のＵＳＢドライバのインストール方法 

         ＤＣ６１００を電源ＯＮして、インストールするＰＣとＵＳＢケーブルで接続します。 

するとＷｉｎｄｏｗｓのウィザードが働き出します。 

専用のドライバを指定フォルダよりインストールするため、「いいえ、今回は接続しません」

を選び「次へ」を押します。 

 
 

手順  ② 専用ドライバのある場所を指定するため「一覧または特定の場所からインストールする」

を選び「次へ」へ進みます。 

 

   手順  ③ 「次の場所で最適のドライバを検索する」を選び、「リムーバルメディア」フロッピー、Ｃ

Ｄ－ＲＯＭなど）を検索」を選び、「次へ」進みます。 

         ※予めユニファイザＬＥなど添付ＣＤ－ＲＯＭの内容を指定フォルダへコピーしてある場

合は、そのフォルダを指定します。 

 

手順  ④ ドライバをインストールし始めると以下の警告が表示されますので、「続行」を押して進 

みます。 
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   手順  ⑤ インストールが継続されます。 

 
「完了」が表示されたらボタンを押してインストールが終わります。 

 

   ――ネットワーク設定―― 

   手順  ⑥ ＰＣのネットワーク接続設定 詳細は４）ネットワーク接続方法を参照 

         ＰＣ側のＩＰアドレスを例えば「１９２．１６８．１０１．１０」にします。 

 

   手順  ⑦ ＩＰアドレスを「１９２．１６８．１０１．１」に設定して「接続」ボタンを押すとＤＣ

６１００と接続されます。 

 
         ※正常にＤＣ６１００と接続されると、プロジェクト－機器の下に「アンプ」が追加され

ます。 操作説明はユニファイザＬＥの取扱説明書を参照してください。 

 

 

         ※接続に失敗した場合は以下の項目をもう一度点検し直してから手順①からやり直します。 

          ・ＵＳＢケーブルが長い場合は短いケーブルを使用してください。 

ＵＳＢケーブルは長いと通信データの品質を維持しにくい傾向があります。ＵＳＢ２．

０仕様で１ｍ以下を推奨します 

          ・ＰＣのネットワーク接続が一時的に変更定されているかプロパティで確認します。 

           特にＩＰアドレスが、ＤＣ６１００と重複してないか点検してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４）ネットワーク設定 
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本項ではＷｉｎｄｏｗｓのネットワーク接続の方法を説明します。 

ネットワークへの設定は１）項の１対１接続、２）Ｅｔｈｅｒｎｅｔでネットワーク接続、３）項

のＵＳＢで接続などの方法で共通した設定方法です。 

 

   手順  ① ＰＣのネットワークアドレスを一時的に変更または、１対１接続やＵＳＢ接続のために設

定します。 

         ＰＣの「スタート」－「設定」－「ネットワーク接続」―「ローカルエリアネットワーク

接続」を選びます。 

 
         ※上図では「ローカルエリア設定」がＥｔｈｅｒｎｅｔで接続、「ローカルエリア設定 ２」

がＵＳＢで接続の例です。 

          ＵＳＢで接続した場合「Ａｃｍｅ ＵＳＢ Ｒｅｍｏｔｅ ＮＤＩＳ Ｎｅｔｗｏｒｋ 

Ｄｅｖｉｃ」と表示されます。 

 

   手順  ② マウスの右クリックで「ネットワーク接続のプロパティ」を開きます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

   手順  ③ プロパティ画面の全般から「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」を選び「プロ
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パティ」ボタンを押します。 

 
 

   手順  ④ 「◎次のIPアドレスを使う」を選びＩＰアドレスを一旦ＤＣ６１００と通信できるアドレ

スに合わせます。 

         ＰＣと１対１で接続する場合は 

          ＩＰアドレス       ：１９２．１６８．１００． １０ 

          サブネットマスク     ：２５５．２５５．２５５．  ０ に設定します。 

         ＵＳＢで接続する場合は 

          ＩＰアドレス       ：１９２．１６８．１０１． １０ 

          サブネットマスク     ：２５５．２５５．２５５．  ０ に設定します。 

 

         ※一時的にＩＰアドレスを変更する場合は、現在設定してある情報「ＩＰアドレス自動的

に取得の選択、あるいはＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ」

の各項目を以下メモ欄に控えを記録して置きます。 

また、以下項目以外の設定を変更しないように注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   一時的に設定する内容 

           ＩＰアドレス  ：１９２・１６８・１００・１０ 

           サブネットマスク：２５５・２５５・２５５・ ０ 

 

          以上設定を変更したら「ＯＫ」を押し「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」プ

ロパティ画面を閉じ、更に「ローカルエリア接続のプロパティ」画面の「ＯＫ」を押し

てネットワークの設定を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５）ＦＴＰ接続方法 

メモ： 
□ ＩＰアドレスを自動的に取得する 
□ 次のＩＰアドレスを使う 
ＩＰアドレス     ：   ・   ・   ・    
サブネットマスク   ：   ・   ・   ・    
デフォルトゲートウェイ：   ・   ・   ・    
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   ＦＴＰ（File Transfer Protocol）接続する前にはネットワーク接続を先に完了させます。 

 
手順  ① ＰＣの「ネットワーク」から「ネットワークプレースの追加」を選びウィザードを起動し

ます。ネットワークプレース追加のウィザードを起動し「次へ」を押します。 
 

手順  ② 「別のネットワークの場所を選択、Ｗｅｂサイト、ネットワークの場所、またはＦＴＰサ

イトのアドレスを指定してください」を選び「次へ」を押します。 

 
 

手順  ③ インターネットまたはネットワークのアドレスに以下をキー入力します。 

ftp://192.168.19.101/  ← 半角小文字 

 
 

手順  ④ 「匿名でログオンする」のチェックを外しユーザ名に「ａｄｍｉｎ」をキー入力し、「次へ」

を押します。 

 
「このネットワークプレースの名前を入力してください」に任意の名前を付けることがで

ftp://192.168.19.101/
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きます。 

「次へ」を押し「完了」登録を終わります。 

 
 

手順  ⑤ ｆｔｐで接続します。 

①で作ったネットワークプレースの名前をダブルクリックして起動します。 

 
ユーザ名：ａｄｍｉｎ     パスワード：ａｄｍｉｎ０１ 

「パスワードを保存する」にチェックを入れ「ログオン」します。 

正常に接続するとエクスプローラでファイルが表示されます。 

 
        ※注意 Ｃ：ドライブは仮想ドライブです。ファイルなどをコピーや移動しないでください。 

            Ｄ：ドライブが内蔵メモリに相当します。 

            Ｅ：ドライブはオプションＣＦメモリカードになります。 

 

 

 

 

 

   ――ＵＳＥＲ．ＰＲＭの書換え―― 
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手順  ⑥ コピーしたパラメータファイル「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」を「メモ帳」で開き編集します。 

 
※パラメータファイルに、コメントなどを書き込まないでください。 

ＣＯＭＭＰＯＲＴの番号は変更しないでください。 

編集が終わったら「ファイル」－「上書き保存」で保存します。 

 

手順  ⑦ 編集が終わったパラメータファイルを戻します。 

 
マイドキュメントまたはデスクトップで編集した「ＵＳＥＲ．ＰＲＭ」フォルダをつまみ

そのままｆｔｐで接続したフォルダへ移動して上書きします。 

 

手順  ⑧    手順  ⑧ ハイパーターミナルが起動したら「Ｅｎｔｅｒ」キーを一度押すと「ｅ２」

アンサーが戻れば正常にＤＣ６１００と接続されています。 

         ここでＵＳＥＲ．ＰＲＭファイ内容を有効にするため「ＵＷＤ」と大文字でキー入力し「Ｅ

ｎｔｅｒ」キーを押します。 

         ＵＳＥＲ．ＰＲＭが有効になると「００」とアンサーが表示されます。 

         ※ｅ２などのエラーが返る場合は、キー入力をもう一度確かめてキー入力します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

１３、温度計測おける注意事項 

ＥｔｈｅｒｎｅｔのＩＰアドレス 

ＵＳＢ接続のＩＰアドレス 

サブネットマスク 

ゲートウェアアドレス 
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温度を計測するには接触式の場合、熱電対と測温抵抗体の二つの方法を本製品では選ぶことがで

きます。 
熱電対はＪＩＳ規定（ＪＩＳ Ｃ１６０２－1995）のＫ（旧CA）、Ｅ（旧CRC）、Ｊ（旧IC）、Ｔ（旧

CC）、Ｎ、Ｒ、Ｓ、Ｂおよび旧ＪＩＳのＰＲ熱電対、ＪＩＳ以外では高温用のＷ（ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝﾚﾆｭｳﾑ5-26%）、

極低温用のＫｐＡｕ７Ｆｅ（金鉄－ｸﾛﾒﾙ）などを選ぶことができます。 
熱電対は、種類により常用限度温度や使用条件による向き、不向きなど多岐にわたる選択要因があ

るため、ＪＩＳ規定や各種文献や解説書を参考に、最適のものを選択します。 
下表はＪＩＳ規定熱電対の利点と欠点をまとめた一例です。 
熱電対の種類 利点 欠点 

Ｂ 

1)1000℃以上の高温測定に適する 

2)常温での熱電能が極めて小さいので補償導

線不要 

3)耐酸化、耐薬品性良好 

1)中低温域での熱電能が極めて小さいので、

600℃以下の測定に不向き 

2)感度が良くない 

3)熱起電力の直線性が良くない 

4)高価である 

Ｒ，Ｓ 

1)精度が良くバラツキや劣化が少ない 

2)耐酸化、耐薬品性良好 

3)標準用として使用可能 

 

1)感度が良くない 

2)還元性雰囲気（特に水素、金属蒸気）に弱い 

3)補償導線の誤差が大きい 

4)高価である 

Ｎ 

1)起電力の直線性良好 

2)1200℃以下での耐酸化性良好 

3)ショートレンジ・オーダリングの影響少ない 

1)還元性雰囲気に不向き 

2)貴金属熱電対に比べて経時変化が大きい 

Ｋ 

1)熱起電力の直線性良好 

2)1000℃以下での耐酸化性良好 

3)卑金属熱電対のなかでは安定性良好 

1)還元性雰囲気に不向き 

2) 貴金属熱電対に比べて経時変化が大きい 

3)ショートレンジ・オーダリングによる誤差が

生じる 

Ｅ 

1)現用熱電対の中で最も感度が高い 

2)Ｊ熱電津に比べて耐熱性良好 

3)両脚非磁性 

1)還元性雰囲気に不向き 

2)やや履歴現象がある 

Ｊ 
1)還元性雰囲気の中で使用可能 

2)熱電能はＫより約２０％大きい 

1)＋脚ｎ鉄が錆び易い 

2)特性にバラツキが大きい 

Ｔ 

1)熱起電力の直線性が良い 

2)低温での特性良好 

3)品質のバラツキが小さい 

4)還元性雰囲気の中で使用可能 

1)使用温度範囲が狭い 

2)＋脚の銅が酸化しやすい 

3)熱伝導誤差が大きい 

※熱電能：導電性の物質の両端に温度差をつけた時の、１Ｋあたりの熱起電力 

 
１４、内部基準接点について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１５、熱電対使用上の注意 

熱電対は２種類の均質な異種金属を先端で接合し、その先端部分を被測定物に接触させ、他点を

基準接点（ゼロコンや本製品の入力端子）にすることでゼーベック効果により熱起電力を生じます。

この熱起電力を計測することで被測定点の温度を求めます。 
熱電対は大別するとシース付熱電対と、シースなしの熱電対に分けられますが、いずれの場合もノ

イズなど外部からの阻害要因を排除するには、熱電対を絶縁形することを推奨します。 
特に高速温度変化を計測する場合に、熱応答性の速い極細熱電対を使用する例が多くなりますが、

熱電対の素線先端がむき出しである場合、先端電極から被測定物のノイズを拾い測定データにバラ

ＤＣ６１００ 

基準接点 

金属Ａ 

金属Ｂ 

α 

β 

Ｖ1 

Ｖ2 

熱電対を使用する場合は、機器側の基

準接点となる入力端子部［β］の近傍温

度から、接続された熱電対の種類に相

当する熱起電力［Ｖ２］を求めます。 

次に接続された熱電対の熱起電力「Ｖ

１」との和から測定点「α」までの熱起電

力として内部リニアライズ演算により温

度を求めています。 
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ツキなどが生じます。 
このような場合にも先端電極部分を絶縁したり、熱電対をシールドすることでノイズによるバラツ

キを抑える効果があります。 
 
１６、熱電対と測温抵抗体の比較 

 
１７、測温抵抗体について 

測温抵抗体はＪＩＳ規定（ＪＩＳ Ｃ１６０４－1997）のＰｔ１００Ωと、旧ＪＩＳで規定され

たＪＰｔ１００Ωから選びます。 

温度を計測できる入力ユニットは以下の通りです。 

 10ch温度電圧ﾕﾆｯﾄ DC61-201 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾕﾆｯﾄ DC61-202 30ch温度電圧ﾕﾆｯﾄ DC61-205 

熱電対 ○ ○ ○ 

測温抵抗体 ○ － ○ 

 

１８、ひずみゲージによるブリッジ構成例 

ひずみゲージによる計測は以下のゲージ法が行えます。ひずみゲージの受けるひずみにより、同

符号同値、異符号同値、異符号一定比例値など場合に分けて組合せが考えられます。 

更に、ブリッジの特長を有効に利用し、温度補償、誤差消去および出力の増大策などを取ることが

可能です。 

以下では、一般に用いられるひずみゲージによるブリッジ構成例を記します。 

なお、使用する記号は次の通りです。 

Ｒ ：固定抵抗の値（Ω） 

Ｒｇ：ひずみゲージの抵抗値（Ω） 

Ｒｄ：ダーミーゲージの抵抗値（Ω） 

ｒ ：リード線の抵抗値（Ω） 

ｅ ：ブリッジからの出力電圧（Ｖ） 

Ｋ ：使用ひずみゲージのゲージ率（２．００とする） 

ε ：現象ひずみの値（１０ー６ひずみ） 

Ε ：ブリッジの印加電圧（Ｖ） 

ν ：被測定体のポアソン比 

ひずみゲージの貼り方、ゲージ自体の特徴はひずみゲージメーカーの技術資料および日本非破壊検

査協会編集「ひずみ測定Ⅰ」「ひずみ測定Ⅱ」等を参照してください。 

回  路 ゲージ法 具  体  例 備  考 

 

１ゲージ法 

 

・単純引張り、圧縮または単純曲

げの場合に適する。 

・周囲の温度変化が少ない場合に

適する。 

・校正値そのままで計算 

 

 

 

 

特長 熱電対 測温抵抗体 解　説

価格 ○ × 測温抵抗体は熱電対に比べ、数倍～数十倍高価

精度 × ○
測温抵抗体は感度が熱電対に比べ大きく、原理上基
準接点が不要なため、特に常温付近では精度が良い

応答性 ○ ×
測温抵抗体は、体積を持つため熱平衡に達するまで
の時間が熱電対に比べ長い

熱電対は種類によっては2000℃以上まで測定可能

測温抵抗体は600℃まで（工業用、JIS）

耐振動・衝撃 ○ ×
熱電対は単純な構造であるのに比べ、測温抵抗体は
素子内部の抵抗線に細い線が使用されるため、振動
や衝撃に弱い

測定温度範囲 ○ ×
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回  路 ゲージ法 具  体  例 備  考 

 

１ゲージ３ 

線式結線法 

・単純引張り、圧縮または単純曲

げの場合に適する。 

・ひずみゲージリード線の温度補

償 

・校正値そのままで計算 

 

１アクチブ 

１ダミーゲ 

ージ法 

・単純引張り、圧縮または単純曲

げの場合に適する。 

・ダミーゲージによる温度保障 

・校正値そのままで計算 

 

２アクチブ 

ゲージ法 

・単純引張り、圧縮または単純曲

げの場合に適する。 

・温度補償 

・校正値×１／(１＋ν) 

または現象値×１／(１＋ν)で

計算 

 

２アクチブ 

ゲージ法 

・曲げひずみの検出 

・引張り、圧縮ひずみを消去 

・温度補償 

・校正値×１／２ 

または現象値×１／２で計算 

対辺２アク 

チブゲージ 

法 

・引張り、圧縮ひずみのみ検出 

・曲げひずみを消去 

・温度変化の影響は倍増される 

・校正値×１／２ 

または現象値×１／２で計算 

４アクチブ 

ゲージ法 

・引張り、圧縮ひずみのみ検出 

・曲げひずみを消去 

・温度補償 

・校正値×1／2(1+ν)  

または現象値×1／2(1+ν)で計

算 
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回  路 ゲージ法 具  体  例 備  考 

４アクチブ 

ゲージ法 

・曲げひずみのみ検出 

・引張り、圧縮ひずみを消去 

・温度補償される 

・校正値×１／４ 

または現象値×１／４で計算 

４アクチブ 

ゲージ法 

・ねじりひずみのみ検出 

・引張り、圧縮、曲げひずみを消

去 

・温度補償される 

・校正値×１／４ 

または現象値×１／４で計算 

 

１９、ブリッジボックスまたは変換器との接続について 
ひずみユニット DC61-203とブリッジボックスまたは変換器を接続するにはオプションのひずみ

入力変換ケーブルDC61-413（0.6m）が必要です。 

 

 

 

ブリッジボックスまたは変換器までのケーブルが長い場合にはケーブルの導体抵抗により、下表

のようにブリッジ電圧が降下します。ブリッジ電圧の降下によりブリッジからの出力電圧に誤差を

生じるため補正が必要となります。 
 ブリッジボックスまでの長さ（ｍ） 
ブリッジ抵抗 ２０ｍ ５０ｍ １００ｍ ２００ｍ 
１２０Ω －２．７ －３．０ －５．８ －１１．０ 
３５０Ω －０．９ －１．１ －２．１ －４．１ 
５００Ω －０．６ －０．７ －１．５ －２．９ 
１０００Ω －０．３ －０．４ －０．７ －１．５ 

※ブリッジ電圧降下率（％）：0.5mm2線材、+20℃において 

 

２０、電圧測定における注意事項 

ＣＭＶ電圧    ：入力－ケース間には最大５００Ｖ（ＤＣまたはＡＣピーク値）までです。 

入力相互間電圧  ：入力－入力間は最大５００Ｖ（ＤＣまたはＡＣピーク値）までです。 

コモンモードノイズ：入力信号の片側と接地間にＣＭＶ電圧が生じている場合に、このＣＭＶ電圧がノ

イズ源となる場合があります。 
下図のような場合、入力に印加されたＣＭＶ電圧は、入力絶縁回路の容量成分を

通して、接地端子あるいはＡＣ電源のコモンラインへとコモンモードノイズが流

れるためにノイズとなります。 
対策として 1)コモンモードノイズ源の電圧を極力小さくする。 

                   2)コモンモードノイズ源の接地点を一点アースにする。 

                   3)電源ラインにノイズカットトランスを挿入する。 

             などがあります。 
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２１、仕様 

１）測定対象および入力設定 

項   目 規          格 

直流電圧 ・±20mV、200mV、2V、20V、100Vの5レンジ 

熱電対 ・R、S、B、K、E、J、T、N、W、PR、KpAu7Feの計11レンジ 

・チャネル毎に基準接点補償（内部、外部）切替設定可能 

・チャネル毎に単位℃、Ｋの設定 

・バーンアウト一括ON／OFF設定 

測温抵抗体 ・Pt100Ω、JPt100Ωおよび単位℃、K 

ひずみ ・±20,000με、±200,000μεの2レンジ ゲージ率1.00～4.00 

・イニシャルバランスをチャネル毎または一括で実行、クリア可能 

・イニシャルバランス値の読込出し可能 

接点 ・2kΩ以下ON／5kΩ以上OFF 

デジタル信号 ・＋30V以下、DC～１ｋHzまでのロジック信号 

パルス信号 ・＋30V以下、DC～１ｋHzまでのパルス信号 

・最大65,280カウント（スキャン周期毎のカウント数または積算カウント数） 

・積算クリアインターバル時間：積算時スキャン周期の65,280倍まで設定可 

 

２）収録設定 

項   目 規          格 

マルチスキャン

機能 

・異なる３種類の収録タイミングで同期収録可能 

各スキャナを異なるスキャン周期で動作する３グループに設定可能 

グループ間は同期して動作 

さらに、グループ毎に収録インターバル（一定）を設定可能 

スキャン周期 ・10、20、50、100、200、500ｍｓ、1～300ｓ（１ｓ単位）より選択 

・設定スキャン周期毎にデータを測定、要求により送信 

収録インターバ

ル 

・10、20、50、100、200、500ms、1～43200ｓ（12H）（１ｓ単位）より選択 

・スキャン周期の整数倍となること 

積分機能 

（スキャン周期

との関係） 

・リモートスキャナの電源周波数あるいは入力信号源の電源周波数に合わせ、

積分時間を設定することにより商用交流の影響を大幅に低減可能 

・50Ｈｚ（20ms）、60Hz（16.67ms）、50、60Hz共通（100ms）で積分可能 

・積分時間設定とスキャン周期の設定  

スキャン周期 A/D 積分時間 

10chﾕﾆｯﾄ時 30ch ﾕﾆｯﾄ時 

なし 0.01（5chﾓｰﾄﾞ），0.02，0.05， 

0.1，0.2，0.5 

1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

0.1，0.2，0.5， 

1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

なし 

（ﾁｬﾈﾙ拡張時） 

0.1，0.2，0.5， 

1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

0.5，1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

60Hz（16.7ms） 0.5，1～300（1step） 1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

50Hz（20ms） 0.5，1～300（1step） 1～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

50Hz/60Hz共用

（100ms） 

2～300s (1step) 4～300s（1sｽﾃｯﾌﾟ） 

 

３）収録方法 

項   目 規          格 

一定インターバ

ル収録 

・一定インターバルで、設定回数のデータを収録 

・開始トリガ、プリトリガ、終了トリガ設定可 

・マルチスキャン設定可能 

・時刻タイマ設定可能 

可変インターバ

ル収録 

・最大５ステップの異なる条件での一定インターバル収録を順次行う 

・開始トリガ、終了トリガ設定可 

・収録インターバル、収録データ数を、５ステップ設定可 

・任意ステップのスキップ設定可 
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項   目 規          格 

ステップレベル

収録 

 

・最大１５ステップの異なる設定レベル範囲のデータ収録を順次行う 

・収録レベル範囲、収録データ数を１５ステップ設定可 

・各ステップの収録後、条件成立までトリガ待ちとなる 

・任意ステップのスキップ設定可 

定時収録 ・毎年・月・日・時の設定、収録データ数設定により繰り返し定時計測可能 

 

   ４）トリガ条件 

項   目 規          格 
トリガ設定 ・収録開始トリガ：時刻、キー操作、レベル、アラーム各要因をON/OFF、ＯＲ

指定可 

・プリトリガ  ：キー操作、レベル、アラーム各要因をON/OFF、ＯＲ指定可 

・収録終了トリガ：時刻、キー操作、レベル、アラーム各要因をON/OFF、ＯＲ

指定可 
トリガレベル設

定 

・収録開始、終了、プリトリガそれぞれに各チャネルに１レベル設定可 

・各レベル毎に、上限↑、下限↓、ON/OFF設定可 

・全レベル設定に対してＯＲ／ＡＮＤ設定可 

・各レベル毎に、上限↑、下限↓、ON/OFF設定可 

時刻タイマ設定 ・収録開始トリガ待ちとなる時間を設定可 

・毎年月日時の指定により定時計測可 

アラームレベル

設定 

・アラームレベルを各チャネルに４レベル設定可 

・各レベル毎に、上限↑、下限↓、ON/OFF設定可 

・各アラームレベル毎に任意のＤＩ／ＡＬＭのアラーム出力チャネルを指定可 

・パスカウント設定可（指定回数アラーム条件成立後、アラーム受付） 

・アラーム出力のラッチあり／なしの設定可 

 

   ５）システム設定 
項   目 規          格 

日付／時刻 
設定 

ＰＣ内蔵時計の日付および時刻をリモートスキャナに設定 

 

   ６）ファイル処理 
項   目 規          格 

保存先設定 内部メモリかＣＦカードを指定 

データファイル

名作成 

半角１６文字、全角８文字を設定、拡張子は「．DAT」 

マルチスキャンの場合、「グループNo.」を自動付加 

上書き、自動連番作成を選択可 

自動収録ファイ

ル作成 

設定情報から内部メモリまたはCFカードに「AUTOEXEC．CMD」を作成 

電源起動時、参照しファイル内容の設定で収録を開始 

ファイル操作 ファイル容量、作成時刻の読出し、ファイルの削除可 

 

７）ステータスＬＥＤ 
項   目 規          格 

①RMT（REMOTE） 通信中      ：緑色点滅、 DHCPｴﾗｰ   ：赤色点滅、 

通信異常     ：赤色点灯 

②REC（RECORD） 時刻トリガ待ち  ：橙色点灯、 開始トリガ待ち：緑色点滅 

収録中      ：緑色点灯、 内部メモリ不足：赤色点滅 

内部メモリ一杯  ：赤色点灯 

③ALM(ALARM) バランスオーバー ：赤色点滅、 アラーム検出：赤色点灯 

④FAIL 

(SYSTEM FAIL) 
システムエラー  ：赤色点灯 

⑤CF 

(CF ACCESS) 

ＣＦカード書込中 ：橙色点滅、 書込先表示：橙色点灯 

ＣＦカード容量不足：赤色点滅、 ＣＦカード容量一杯：赤色点灯 
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８）Ｗｅｂ機能 
項   目 規          格 

ＩＰアドレス設

定 

初期ＩＰアドレス：192．168．100．1 

指定ＩＰアドレスに変更可能 

Eメール 

クライアント 

アラーム、イベント発生時、自動的にEメール送信 

（認証機能POPbeforeSMTP使用可） 

FTPサーバ ファイル取出、削除、フォルダ操作、ファイルリスト出力 

Webサーバ WebブラウザソフトウエアでＤＣ６０００の設定、ステータス表示、データ表

示 

DNS 

クライアント 
DNSサーバに問合わせIPアドレスを取得 

DHCP 

クライアント 

ネットワークアドレス設定をDHCPサーバから自動取得、ON/OFF設定可 

 

９）標準付属品 
項   目 規          格 数 量 

取扱説明書 ＤＣ６１００取扱説明書 １部 
ドライバー ＳＺＳ０．６×３．５ １本 

ＰＣコントロー

ルソフト  
ＮＳ４１－２０１ Unifizer LE for Scanner 

１式 

 

２２、コントロールソフト Unifizer LE for Scanner（ＮＳ４１－２０１） 
１）リアルタイム収録 

     ＤＣ６１００からのデータを連続してＰＣ内のハードディスクへ収録 
   ◆収録条件（機器設定） 

項   目 規          格 

A/D積分時間  なし, 16.7ms, 20ms, 100ms 

スキャン周期 0.01，0.02，0.05，0.1，0.2，0.5，1～10 [s]  ※ 

入力種類 電圧, 熱電対, 測温抵抗体, ひずみ, 接点, DI, パルス 

レンジ 

(一括設定可) 

電圧時   ： ±100V, 20V, 2V, 200mV, 20mV 

熱電対時  ： R, S, B, K, E, J, T, N, W, PR, KpAu7Fe 

       （バーンアウト、内部基準接点補償 設定可） 

測温抵抗体時： Pt100Ω, JPt100Ω 

ひずみ時  ： 20,000με, 200,000με 

（ゲージ率1.00～4.00設定可） 

小数点桁数 

指定 

表示小数点桁数の指定 

#～#.#### 

※A/D積分時間とスキャン周期の制限事項はDC6100仕様に同じ 

    ※注意：リアルタイム収録のサンプリング速度設定は、本体のスキャン周期より長い設定にして使用 

               して下さい。 

２）本体収録 
ＤＣ６１００本体に設定を行い、ＤＣ６１００で収録したデータファイルをＰＣに転送しユニ

ファイザで表示 

   ◆ 本体収録専用 設定条件 

項   目 規          格 

ファイル設定 ファイル名指定、上書きの有無、保存先(メモリカード、内部) 

収録開始条件 レベルトリガ（任意のチャネルに１レベル設定可）、アラーム※ 

収録条件 スキャン周期、積分、収録インターバル 

一定間隔収録（10ｍｓ～300ｓ設定可）／可変間隔収録 

プリトリガ設定（データ数指定） 

リング収録（データ数、収録時間（7日以上）を設定） 

マルチスキャン収録条件(グループ分け、スキャン周期、収録インターバル） 

繰り返し収録（繰り返し回数を設定 1-99指定） 

収録終了条件 レベルトリガ（任意のチャネルに１レベル設定可）、アラーム※ 

※各チャネルに４レベルの条件設定が可能、各々を開始／終了条件として選択可能  
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   ３）対応スキャナ 

１０ｃｈ温度電圧ユニット(DC61-201) 

ユニバーサルユニット(DC61-202) 

ひずみユニット(DC61-203) 

ＤＩ／ＡＬＭユニット(DC61-204) 

３０ｃｈ温度電圧ユニット(DC61-205) 

４）通信インタフェース 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ、ＵＳＢ ２．０ 

 

２３、機器構成 

製品形式 規          格 

① Ｃ：コントロールユニット ／ Ｅ：チャネル拡張ユニット  
② Ａ：ＡＣ電源ユニット   ／ Ｄ：ＤＣ電源ユニット 

ＤＣ６１００－

①②③ 

③ ３：３０ｃｈ収納ケース  ／ ６：６０ｃｈ収納ケース 
１）出荷時指定オプション 
出荷時指定 

オプション 
形式 主な規格 

コントロールユ

ニット 

DC61-101 ・CFカードスロット標準装備 

・内部フラッシュ・メモリ １Ｇｂｙｔｅ 

・チャネル拡張機能内蔵、Dub９pinｺﾈｸﾀ ２個装備 

チャネル拡張ユ

ニット 

DC61-103 ・専用接続ケーブルにてコントロールユニットと接続 
・D-sub9pinｺﾈｸﾀ ２個装備(どちらか1個のみ使用可) 

ＡＣ電源 

ユニット  

DC61-102 ・AC電源（AC90～264V）仕様 

ＤＣ電源ユニッ

ト 

DC61-104 ・DC電源（DC10.5～36V）仕様 

３０ｃｈ収納ケ

ース 

DC61-151 ・コントロールユニット／チャネル拡張ユニット 

スキャナ・ユニットｘ３、電源ユニットの計５スロット装備 

６０ｃｈ収納ケ

ース 

DC61-152 ・コントロールユニット／チャネル拡張ユニット 

スキャナ・ユニットｘ６、電源ユニットの計８スロット装備 

キャリング 

キット 

DC61-408 ・取手、プロテクタ 

ＤＩＮレール接

続キット 

DC61-409 ・ＤＩＮレール取付アタッチメント 

ラック取付キット 

（JIS規格） 

DC61-410 ・ラック取付金具（JIS規格、60ch収納ｹｰｽ用） 

 

出荷時指定 

オプション 
形式 主な規格 

ラック取付キット 

（EIA規格） 

DC61-414 ・ラック取付金具（EIA規格、60ch収納ｹｰｽ用） 

 

２）入力ユニット 
選択 

オプション 

形式 主な規格 

１０ｃｈ温度 

電圧ユニット 

DC61-201 ・10chスキャナ、ねじ締式端子台（脱着式） 

・温度（熱電対、測温抵抗体）、電圧/電流、接点に対応 

ユニバーサル 

ユニット 

DC61-202 ・10chスキャナ、ねじ締式端子台（脱着式） 

・ひずみ、温度（熱電対）、電圧/電流、接点に対応 

ひずみ 

ユニット 

DC61-203 ・10chスキャナ、ワンタッチコネクタ 

・ひずみ、電圧/電流、接点に対応 

ＤＩ／ＡＬＭ 

ユニット 

DC61-204 ・10chスキャナ、ねじ締式端子台（脱着式） 

・デジタル／パルス入力、４ｃｈアラーム出力機能 

３０ｃｈ温度 

電圧ユニット 

DC61-205 ・30chスキャナ、ねじ締式端子台（脱着式） 

・温度（熱電対、測温抵抗体）、電圧/電流、接点に対応 
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   ３）オプション 
オプション 形式 主な規格 

ブランクパネル  DC61-210 入力ユニット用 空パネル 

３０ｃｈ収納ケース用ダストカバー DC61-411 プロテクタ付きダストカバー ※１ 

６０ｃｈ収納ケース用ダストカバー DC61-412 プロテクタ付きダストカバー ※１ 

温度・電圧端子台ユニット DC61-331 入力部端子台 

ユニバーサル端子台ユニット DC61-333 入力部端子台 

ＤＩ／ＡＬＭ端子台ユニット DC61-336 入力部端子台 

チャネル拡張用同期ケーブル DC61-401 ２ｍ 

チャネル拡張用同期ケーブル DC61-402 ５ｍ 

チャネル拡張用同期ケーブル DC61-403 １０ｍ 

ひずみ入力変換ケーブル DC61-413 ０．６ｍ 

ひずみスキャナ用ＤＣ入力ケーブル DC61-417 １．５ｍ 

電流測定用シャント抵抗 MAY250R00B 高精密抵抗 ２５０Ω ±０．１％ 

DC61-450 容量５１２ＭＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

DC61-451 容量１ＧＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

DC61-452 容量２ＧＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

DC61-454 容量４ＧＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

DC61-458 容量８ＧＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

ＣＦメモリカード 

（コンパクトフラッシュ） 

DC61-466 容量１６ＧＢ（使用温度範囲-40～85℃） 

 

 

２４、ハードウェア仕様 
   １）３０ｃｈ収納ケース DC61-151 

項   目 規          格 

スキャナ装着数 ・入力スキャナユニット             ：３ユニット 

（10chスキャナ）、１ユニット（30chスキャナ） 

・コントロールユニットまたはチャネル拡張ユニット：１ユニット 

・ＡＣ電源ユニットまたはＤＣ電源ユニット    ：１ユニットの計５ 

スロットを装備 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Rh（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）ｘ264（幅）ｘ139（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約０．９ｋｇ 

 
２）６０ｃｈ収納ケース DC61-152 

項   目 規          格 

スキャナ装着数 ・入力スキャナユニット             ：６ユニット 

（10chスキャナ）、２ユニット（30chスキャナ） 

・コントロールユニットまたはチャネル拡張ユニット：１ユニット 

・ＡＣ電源ユニットまたはＤＣ電源ユニット    ：１ユニットの計８ 

スロットを装備 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Rh（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）ｘ414（幅）ｘ139（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約１．３ｋｇ 

 

３）コントロールユニット DC61-101 
項   目 規          格 

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

インタフェース 

電気的、機械的仕様： 100BASE-TX／10BASE-T（IEEE 802.3準拠） 

実装プロトコル  ： TCP、IP、UDP、DHCP、HTTP、FTP、SMTP、DNS 
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項   目 規          格 

ＵＳＢ 

インタフェース 

規格       ：Ｒｅｖ２.０準拠、スレーブ機能 

データ通信    ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔプロトコルによる通信方式 

電源       ：ＵＳＢコネクタからの供給無し 

コネクタ     ：ＴＹＰＥ Ｂ 

チャネル拡張イ

ンタフェ－ス 

規格       ： ＲＳ－４８５ベース専用プロトコル 

インターフェース数： ２（ＩＮ／ＯＵＴ） 

コネクタ     ： Ｄ－ｓｕｂコネクタ ９ピン（オス） 

操作スイッチ ①START／STOP： メモリ収録のスタート／ストップ操作 

②TRIG    ： メモリ収録のマニュアルトリガ入力 

③START/STOP と メモリ収録前（START／STOP のLED 消灯）で 

TRIG同時押し 全チャネルのイニシャルバランスを実行 

ＣＦカード コンパクトフラッシュメモリカード：メモリ容量５１２Ｍ～１６Ｇバイト 

ステータス 

ＬＥＤ表示 

①ＲＭＴ（REMOTE） ： 通信ステータス表示 

②ＲＥＣ（RECORD） ： 収録ステータス表示 

③ＡＬＭ（ALARM） ： バランスオーバー、アラーム表示 

④ＦＡＩＬ（SYSTEM FAIL）： システムエラー－赤色点灯 

⑤ＣＦ（CF ACCESS）： ＣＦステータス表示 

内部時計 カレンダ機能付き（西暦） 

バックアップ（電池寿命 約５年） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約４５０ｇ 

 

４）チャネル拡張ユニット DC61-103 

項   目 規          格 

チャネル拡張 

インタフェ－ス 

２ （ＩＮ／ＯＵＴ） 

Ｄ－ｓｕｂコネクタ ９ピン（オス）コネクタ 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約３５０ｇ 

 

５）ＡＣ電源ユニット DC61-102 

項   目 規          格 

操作スイッチ ①ＣＡＳＥ NO．設定スイッチ 

０～４のユニット番号を設定（同一番号設定不可） 

②電源スイッチ 

ＯＦＦ時収納ケース内のすべてのユニットの電源ＯＦＦ 

ＯＮ時ケース内のすべてのユニットの電源ＯＮ 

ただし、電源コントロール信号にてＯＦＦ設定時、各スキャナ・ユニットの

入出力部の電源ＯＦＦ 

電圧 ＡＣ９０～２６４Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

電流 ０．２５Ａ以下（ＡＣ１００Ｖ入力時） 

０．１２５Ａ以下（ＡＣ２００Ｖ入力時） 

突入電流 １５Ａｔｙｐ．（ＡＣ１００Ｖ入力時） 

３０Ａｔｙｐ．（ＡＣ２００Ｖ入力時） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 
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項   目 規          格 

質量 約５９０ｇ 

付属品 ＬアングルタイプＡＣ電源ケーブル １本 

 

６）ＤＣ電源ユニット DC61-104 

項   目 規          格 

入力端子 ４ｍｍネジ端子台 

電圧 ＤＣ１０．５Ｖ～３６Ｖ、リップル･ノイズ ２００ｍＶ以下 

電流 ２．５Ａ以下（ＤＣ１２Ｖ時） 

突入電流 １０Ａｔｙｐ．（ＤＣ１２Ｖ入力時） 

２０Ａｔｙｐ．（ＤＣ２４Ｖ入力時） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約６００ｇ 

 

 

２５、入力ユニット 
   １）１０ｃｈ温度電圧ユニット DC61-201 

項   目 規          格 

チャネル数 10チャネル／ユニット 

入力端子 押締式端子台 

入力方式 アイソレーション入力方式 

不平衡入力（直流電圧、熱電対、接点の各レンジ） 

平衡差動入力（測温抵抗体レンジ） 

チャネル間絶縁（測温抵抗体用B端子を除く） 

入力抵抗 10MΩ以下（直流電圧2V レンジ以下、熱電対レンジ） 

約 1MΩ（直流電圧20V、100Vレンジ） 

入力バイアス電流 ±5nA以下 

入力種類 直流電圧 ： ±20mV、200mV、2V、20V、100V の5 レンジ 

熱電対  ： R、S、B、K、E、J、T、N のJIS-C1602-1995 準拠 

 8 レンジとW、PR、KpAu7Fe の計11 レンジ 

バーンアウト一括ON／OFF 設定 ※１ 

測温抵抗体： Pt100Ω／JPt100ΩのJIS-C1604-1997 準拠 

 2 レンジ、３線式、測定電流 約0.3mA 

接点   ： ２kΩ以下ON／５kΩ以上OFF 

Ａ／Ｄ Δ-Σ型A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ内蔵 

分解能  ： ±20000 

積分時間と測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分時間 測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分なし 0.01（5chﾓｰﾄﾞ），0.02，0.05，0.1，0.2，0.5，1～300ｓ

（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

16.7ms（60Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

20ms（50Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

100ms 2～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ）  

内部基準接点補償 ±0.5℃（23℃±5℃、入力端子平衡時） 

CMRR 110dB以上（1kΩ不平衡の50／60Hz） 

NMR 40dB以上（50／60Hz） 

最大許容入力電

圧 

± 2Vレンジ以下：10V DCまたはACピーク値 

±20Vレンジ以上：120V DCまたはACピーク値 

   ※1：バーンアウト検出は測定周期10・20ms設定時は検出しません。 
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項   目 規          格 

耐電圧 入力～ｹｰｽ間：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

入力相互間 ：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約５５０ｇ 

 

２）ユニバーサルユニット DC61-202 

項   目 規          格 

チャネル数 10チャネル／ユニット 

入力端子 押締式端子台 

入力方式 アイソレーション入力方式 

不平衡入力（直流電圧、熱電対、接点の各レンジ） 

平衡差動入力（ひずみレンジ測温抵抗体レンジ） 

チャネル間絶縁 

入力抵抗 10MΩ以下（直流電圧2Vレンジ以下、熱電対・ひずみレンジ） 

約 1MΩ （直流電圧20V、100Vレンジ） 

入力バイアス電

流 

±5nA以下 

入力種類 直流電圧：±20mV、200mV、2V、20V、100V の5 レンジ 

熱電対 ：R、S、B、K、E、J、T、N のJIS-C1602-1995 準拠 

8レンジとW、PR、KpAu7Fe の計11 レンジ 

バーンアウト一括ON／OFF 設定 ※1 

ひずみ ：±20000με、±200000μεの２レンジ 

接点  ：２kΩ以下ON／５kΩ以上OFF 

最大許容入力電

圧 

± 2Vレンジ以下：10V DCまたはACピーク値 

±20Vレンジ以上：120V DCまたはACピーク値 

CMRR 110dB以上（1kΩ不平衡の50／60Hz） 

NMR 40dB以上（50／60Hz） 

Ａ／Ｄ Δ-Σ型A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ内蔵 

分解能： ±20000 

積分時間と測定（ｽｷｬﾝ）周期： 

積分時間 測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分なし 0.01（5chﾓｰﾄﾞ），0.02，0.05，0.1，0.2，0.5，１～300ｓ

（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

16.7ms（60Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

20ms（50Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

100ms 2～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ）  

内部基準接点補償 ±0.5℃（23℃±5℃、入力端子平衡時） 

ゲージ法 ゲージ抵抗 ：120Ω、350Ω～1kΩ（4 ゲージ法） 

測定法   ：１ゲージ法（3 線式も可能）、2 ゲージ法（隣辺または対辺） 

４ゲージ法のいずれかをディップスイッチにて設定 

ブリッジ電圧：DC 2V 

平衡調整範囲：±5000με 

耐電圧 入力～ｹｰｽ間：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

入力相互間 ：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約５８０ｇ 

   ※1：バーンアウト検出は測定周期10・20ms設定時は検出しません。 
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３）ひずみユニット DC61-203 

項   目 規          格 

チャネル数 10チャネル／ユニット 

入力端子 丸型ワンタッチ接続コネクタ 

入力方式 アイソレーション入力方式 

不平衡入力（直流電圧、接点の各レンジ） 

平衡差動入力（ひずみレンジ） 

チャネル間絶縁 

入力抵抗 10MΩ以下（直流電圧2V レンジ以下、ひずみレンジ） 

約 1MΩ（直流電圧20V、100Vレンジ） 

入力バイアス電

流 

±5nA以下 

入力種類 直流電圧：±20mV、200mV、2V、20V、100V の5 レンジ 

ひずみ ：±20000με、±200000μεの2レンジ 

接点  ：２kΩ以下ON／５kΩ以上OFF 

最大許容入力電

圧 

± 2Vレンジ以下：10V DCまたはACピーク値 

±20Vレンジ以上：120V DCまたはACピーク値 

CMRR 110dB以上（1kΩ不平衡の50／60Hz） 

NMR 40dB以上（50／60Hz） 

Ａ／Ｄ Δ-Σ型A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ内蔵 

分解能： ±20000 

積分時間と測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分時間 測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分なし 0.01（5chﾓｰﾄﾞ），0.02，0.05，0.1，0.2，0.5，１～300ｓ

（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

16.7ms（60Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

20ms（50Hz） 0.5，1～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

100ms 2～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ）  

ゲージ法 ゲージ抵抗： 120Ω、350Ω～1kΩ（4 ゲージ法） 

ブリッジ電圧：DC 2V 

平衡調整範囲：±5000με 

耐電圧 入力～ｹｰｽ間：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

入力相互間 ：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約４９０ｇ 

 

   ４）ＤＩ／ＡＬＭユニット DC61-204 

項   目 規          格 

チャネル数 デジタル入力／パルス入力 10チャネル／ユニット 

アラーム出力 4チャネル／ユニット 

入力端子 押締式端子台 

入力方式 アイソレーション入力方式 

不平衡入力（デジタル、パルス入力） 

チャネル間非絶縁 

入力抵抗 １MΩ以上 （デジタル、パルスレンジ、0～5.2V入力時） 

5.2V～30V入力時33ｋΩ以上 

入力バイアス電流 ±5nA以下 

入力種類 入力信号 ：DC～1kHz（DUTY 50％）、ロジック信号（0-5.2V） 

パルス入力：積算モード、ゲートモードを選択（ユニット単位で設定可） 

・積算モード ： 0～65280カウント、ゲート時間毎に積算カウント値を読出 

リセットインターバル時間（ｹﾞｰﾄ時間×１～65535） 
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項   目 規          格 

入力種類 ・ゲートモード：0～65280カウント、ゲート時間毎にカウント値を読出後、 

カウントクリア 

デジタル入力：“H”、”L”（ゲート時間時の）瞬時レベルデータ 

※ｹﾞｰﾄ時間（＝ｽｷｬﾝ周期）：0.01、0.02、0.05、0.1、0.2、0.5、1～300ｓ（1s

ｽﾃｯﾌﾟ） 

最大許容入力 

電圧 

+30V DCまたはACピーク値 

パルスカウント 分解能：１カウント 

出力種類 ４点のリレー出力（DO） 

N.O（ノーマリオープン）、N.C（ノーマリクローズ）接続端子選択可能 

ON/OFF動作時間：3ms以内 

最大開閉電圧 ：DC220V、AC250V以下 

最大開閉電流 ：1A以下（最大開閉容量： 62.5VA以下） 

耐電圧 入力～ｹｰｽ間     ：300VDCまたはACピーク値 

（2kV DCまたはACピーク値１分間） 

入力相互間非絶縁 

出力リレー端子～ｹｰｽ間：DC220V、AC250V以下 

（1kVDCまたはACピーク値1分間） 

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×49.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約５５０ｇ 

 

５）３０ｃｈ温度電圧ユニット DC61-205 

項   目 規          格 

チャネル数 30チャネル／ユニット 

入力端子 押締式端子台 

入力方式 アイソレーション入力方式 

不平衡入力（直流電圧、熱電対、接点の各レンジ） 

平衡差動入力（測温抵抗体レンジ） 

チャネル間絶縁（測温抵抗体用B端子を除く） 

入力抵抗 10MΩ以下（直流電圧2V レンジ以下、熱電対レンジ） 

約 1MΩ（直流電圧20V、100Vレンジ） 

入力バイアス電

流 

±5nA以下 

入力種類 直流電圧：   ±20mV、200mV、2V、20V、100V の5 レンジ 

熱電対：    R、S、B、K、E、J、T、N のJIS-C1602-1995 準拠 8 レンジと 

W、PR、KpAu7Fe の計11 レンジ 

バーンアウト一括ON／OFF 設定 

測温抵抗体：  Pt100Ω／JPt100ΩのJIS-C1604-1997 準拠 2 レンジ 

３線式、規定電流 約0.3mA 

接点：     ２kΩ以下ON／５kΩ以上OFF 

最大許容入力電

圧 

± 2Vレンジ以下：10V DCまたはACピーク値 

±20Vレンジ以上：120V DCまたはACピーク値 

内部基準接点補

償 

±0.5℃（23℃±5℃、入力端子平衡時） 

CMRR 110dB以上（1kΩ不平衡の50／60Hz） 

NMR 40dB以上（50／60Hz） 

耐電圧 入力～ｹｰｽ間：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 

入力相互間 ：500V DCまたはACピーク値 （1分間耐圧も同じ） 
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項   目 規          格 

Ａ／Ｄ Δ-Σ型A/Dｺﾝﾊﾞｰﾀ内蔵 

分解能： ±20000 

積分時間と測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分時間 測定（ｽｷｬﾝ）周期 

積分なし 0.1，0.2，0.5，１ｓ～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

16.7ms（60Hz） １ｓ～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

20ms（50Hz） １ｓ～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ） 

100ms ４ｓ～300ｓ（1ｓｽﾃｯﾌﾟ）  

使用温度範囲 －１０～５０℃ 

使用相対湿度 ３５～８５％Ｒｈ（結露なきこと） 

設置方法 水平、垂直（一方向） 

外形寸法 約149（高さ）×149.4（幅）×116.4（奥行き）ｍｍ （ただし、突起部除く） 

質量 約１．６ｋｇ 

 

６）測定レンジおよび確度 

入力 ﾚﾝｼﾞ 測定範囲 
積分モード 

測定確度 

高速モード 

測定確度 
分解能 

20mV -20.000～20.000mV ±(0.05%rdg＋4digit) ±(0.1%rdg＋40digit) 1μV 

200mV -200.00～200.00mV ±(0.05%rdg＋3digit) ±(0.1%rdg＋30digit) 10μV 

2V -2.0000～2.0000V ±(0.05%rdg＋2digit) ±(0.1%rdg＋20digit) 100μV 

20V -20.000～20.000V ±(0.05%rdg＋2digit) ±(0.1%rdg＋20digit) 1mV 

電圧 

100V -100.00～100.00V ±(0.05%rdg＋2digit) ±(0.1%rdg＋30digit) 10mV 

0.0～ 300.0℃ ±(0.05%rdg＋1.0℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 
R 

300.0～1760.0℃ ±(0.05%rdg＋0.7℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

0.0～ 300℃ ±(0.05%rdg＋1.0℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 
S 

300.0～1760.0℃ ±(0.05%rdg＋0.7℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

400.0～1100.0℃ ±(0.05%rdg＋1.2℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 
B 

1100.0～1820.0℃ ±(0.05%rdg＋0.7℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

-200.0～-100.0℃ ±(0.05%rdg＋0.8℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 
K 

-100.0～1370.0℃ ±(0.05%rdg＋0.5℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

E -200.0～1000.0℃ ±(0.05%rdg＋0.6℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

J -200.0～1200.0℃ ±(0.05%rdg＋0.6℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

T -200.0～ 400.0℃ ±(0.05%rdg＋0.5℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

N -100.0～1300.0℃ ±(0.05%rdg＋0.6℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

W*1 0.0～2310.0℃ ±(0.05%rdg＋1.1℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

PR 0.0～1600.0℃ ±(0.05%rdg＋1.0℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

0.1℃ 

熱電対 

 

※基準 

接点補 

償確度 

含まず 

Kp 

Au7Fe 
0.0～ 300.0Ｋ ±(0.05%rdg＋1.0Ｋ) ±(0.1%rdg＋4Ｋ) 0.1Ｋ 

Pt100 -200.0～ 850.0℃ ±(0.1%rdg＋0.3℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 
3線式 

測温抵抗体 

(測定電流

0.3mA) 
Jpt100 -200.0～ 500.0℃ ±(0.1%rdg＋0.3℃) ±(0.1%rdg＋4℃) 

0.1℃ 

20000 

με 
±20000με ±0.1%F.S ±(0.1%F.S＋40με) 1με 

ひずみ 
200000

με 
±200000με ±0.1%F.S ±(0.1%F.S＋400με) 10με 

＊１：Ｗ=Ｗｒｅ５%-Ｗｒｅ２６% 

＊２温度係数 １００ｐｐｍ／℃／レンジ 
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   ７）外形寸法 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出荷時指定オプション DC61-408 装着時 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本書の内容の全部または一部を無断で転載することは堅くお断り致します。 

（２）本章の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 
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